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評価結果の総合所見 

本課題は、研究代表者らが開発したリポソーム技術を利用し、従来の免疫法では誘導が困難で

あった膜タンパク等を抗原として認識する抗体の誘導を目指すものである。 

目標を達成し、企業との共同研究も進んでおり、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果が得ら

れた。 

エキソソームを用いて脾臓免疫で抗体誘導可能であることを見出せたことは評価できる。目標と

して設定していたレベルの研究成果を得るとともに、その初期の活用先として想定される企業との

共同研究も始まっており、着実に企業化に向けて進んでおり評価できる。 
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